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く ろ だ ・ し ゅ う ご  ☆  1 9 5 0 年 9 月 、愛 媛 県 今 治 市 北 日 吉 町 生 ま れ 。今 治

市 立 今 治 小 学 校 、 今 治 市 立 日 吉 中 学 校 、 私 立 松 山 聖 陵 高 校 を へ て 、 1 9 6 9 年

4 月 に 大 阪 商 業 大 学 に 入 学 。大 学 を 卒 業 後 、1 9 7 2 年 4 月 に 大 阪 の タ オ ル 専

業 問 屋 の 山 甚 タ オ ル （ 株 ） で 修 行 を 積 み 、 営 業 ・ 販 売 の 経 験 を 積 む 。 1 9 7 9

年 夏 に 下 積 み 時 代 を 終 え て 今 治 に 帰 り 、 黒 田 工 藝 （ 株 ） に 入 社 。 専 務 取 締 役

と し て 実 際 の 経 営 を 任 さ れ る 。1 9 9 9 年 に 代 表 取 締 役 社 長 に 就 任 し 、黒 田 工

藝 の 二 代 目 と な る 。 父 親 の 代 か ら 6 0 年 以 上 に わ た り 産 地 内 分 業 の 捺 染（ プ

リ ン ト ）加 工 部 門 を 担 い 、今 治 タ オ ル 工 業 の 発 展 を 支 え て い る 。趣 味 は サ ッ

カ ー で 、サ ッ カ ー を と お し て 子 供 た ち へ の 教 育 指 導 や 地 域 活 性 化 に 向 け た 活

動 も お こ な っ て い る 。  

タ オ ル は 細 か い 分 業 に よ っ て つ く

ら れ る 。 仕 上 工 程 の ひ と つ で あ る 、

タ オ ル 生 地 に 捺 染（ プ リ ン ト ）を 施

す 作 業 は 地 味 で あ る が 、 タ オ ル 生

地 に 多 種 多 様 な 彩 り を 与 え る 。 創

業 か ら 6 0 年 以 上 に わ た り 、今 治 の

地 で 捺 染 加 工 業 に 携 わ っ て き た

（ 株 ）黒 田 工 藝 の リ ー ダ ー・黒 田 周

悟 氏 が 今 回 の 「 タ オ ル び と 」 で あ

る 。 黒 田 工 藝 は 、「 私 た ち は 色 の 魔

術 師 で あ り た い 」 と い う ス ロ ー ガ

ン を 掲 げ 、 タ オ ル 用 捺 染 の プ ロ フ

ェ ッ シ ョ ナ ル と し て 、 ど ん な 難 し

い 注 文 も 請 け 負 う 。 地 域 に 根 ざ し

地 域 の た め に 働 く 、 こ れ が 黒 田 氏

の 仕 事 の 流 儀 で あ る 。  

黒 田 周 悟 氏  
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1．  幼 少 年 時 代  

 

スポーツが大 好 きだった少 年 時 代  

 

 黒 田 周 悟 氏 は 、 1 9 5 0 年 9 月 1 日 、今 治 市 北 日 吉 町 に 父 ・ 春 夫 氏

と 母 ・ 千 代 子 氏 と の 間 に 二 人 兄 弟 の 長 男 と し て 生 ま れ た 。 父 親 の 春

夫 氏 は 黒 田 工 藝 の 創 業 者 で あ り 、 今 治 タ オ ル 工 業 に お け る 捺 染 加 工

業 の 発 展 に 貢 献 し た 人 物 で あ る 。

ま た 、母 親 の 千 代 子 氏 は 、玉 川 町

出 身 で 四 国 工 芸 社   の 創 業 者

で あ る 羽 藤 武 氏 の 実 の 妹 に あ た

り 、羽 藤 氏 は 黒 田 氏 の 叔 父 に あ た

る 。 羽 藤 氏 に つ い て は 後 述 す る

が 、今 治 で 初 め て 紋 工 所 を 開 設 し

た 人 物 で あ る 。黒 田 氏 の 弟 ・ 洋 次

氏 は 、大 阪 芸 術 大 学 で 学 び 、現 在 、

黒 田 工 藝 の 専 務 取 締 役 と し て 黒

田 氏 を 支 え て い る 。  

  黒 田 氏 は 、1 9 5 7 年 4 月 に 今 治

市 立 今 治 小 学 校 へ 入 学 し 、6 年 間

野 球 に 没 頭 し た 。 野 球 だ け で な

く 、走 る も の 速 く 、ス ポ ー ツ が 得

意 で 明 る く 活 発 な 少 年 だ っ た 。物

心 付 い た と き に は 父 親 が 事 業 を

始 め て い た た め 、家 に 帰 る と 父 親

の 仕 事 場 が 黒 田 氏 の 遊 び 場 だ っ

た 。遊 ん で い る 傍 ら で 、い つ も 父

親 や 従 業 員 が 忙 し く 作 業 を し て

お り 、タ オ ル に 囲 ま れ た 環 境 で 黒

 

 

父 親 の 春 夫 氏 に 負 ん ぶ さ れ て い る 写 真 （ 上 ）  

母 親 の 千 代 子 氏 と 笑 っ て い る 写 真 （ 下 ）  

（ 黒 田 春 夫 『 木 洩 日 』 1 4 1 、 1 8 1 頁 よ り 引 用 ）  

LOOKS
ノート注釈
愛媛県染織試験場の場長を務めた菅原利鑅(としはる)の薫陶を受けた羽藤武氏が創業した、今治初の捺染加工業者。黒田工藝のように、四国工芸社のなかから何人もの技術者や起業家が輩出され、産地の捺染加工業の発展において大きな役割を果たした。
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田 氏 は 育 っ た 。  

当 時 、 父 親 の 事 業 が 繁 盛 し て い た か ど う か は 小 学 校 の 黒 田 氏 は 知

る よ し も な い が 、子 供 心 に 裕 福 な 家 庭 で は な か っ た と 記 憶 し て い る 。

そ ん な あ る 日 の 面 白 い エ ピ ソ ー ド が あ る 。 塩 田 で 財 を 成 し た 同 級 生

の 家 に 遊 び に い っ た 際 、小 学 校 5 年 生 の 黒 田 氏 は 晩 御 飯 を ご 馳 走 に

な っ た 。 目 の 前 に 出 て き た の は 分 厚 い 鉄 板 の 器 に 乗 っ た 分 厚 い 牛 肉

の ス テ ー キ だ っ た 。 器 の 脇 に は ナ イ フ と フ ォ ー ク 。 こ の 初 体 験 の 感

動 を 自 宅 に 帰 っ て 母 親 に 伝 え た と こ ろ 、 母 親 は さ っ そ く 黒 田 氏 の 感

動 を 再 現 し て く れ た 。 フ ラ イ パ ン に 鯨 の 肉 の ス テ ー キ と 、 そ の 横 に

は 包 丁 と フ ォ ー ク が 置 い て あ っ た 。「こ れ 切 っ て 食 べ 」と い う 母 親 に 、

黒 田 氏 は 「 こ れ じ ゃ な い ん じ ゃ 」 と 呆 れ 顔 。 な ん と も 母 親 の 子 に 対

す る 愛 情 が 伝 わ っ て く る エ ピ ソ ー ド で あ る 。  

黒 田 氏 は 、 1 9 6 3 年 4 月 に 今 治 市 立 今 治 中 学 校 へ 入 学 し た 。 ス ポ

ー ツ 好 き の 黒 田 氏 は 、 中 学 生 に な っ て も 野 球 を つ づ け よ う と 思 っ て

い た が 、 父 親 の 進 言 で サ ッ カ ー 部 に 入 部 し た 。 小 学 校 時 代 に 明 け て

も 暮 れ て も 野 球 に 夢 中 だ っ た 黒 田 氏 を 見 兼 ね て 、 父 親 は 「 野 球 し て

た ら バ カ に な っ て し ま う か ら 、 野

球 は 辞 め て 何 か 他 の も の で も や っ

た ら ど う か 」 と 黒 田 氏 に ア ド バ イ

ス し 、 野 球 か ら 少 し 距 離 を 置 か せ

た 。し か し 、野 球 か ら サ ッ カ ー へ 球

技 の 種 類 が 変 わ っ て も 、 黒 田 氏 の

ス ポ ー ツ 好 き に ま す ま す 磨 き が か

か っ た 。そ し て 、野 球 少 年 か ら サ ッ

カ ー 少 年 に な っ た 黒 田 氏 は 、1 9 6 6

年 4 月 に 松 山 市 に あ る 私 立 松 山 聖

陵 高 等 学 校 へ 入 学 し 、 本 格 的 に サ

ッ カ ー に と り 組 ん だ 。  

サ ッ カ ー へ の 情 熱 は 現 在 も つ づ

い て お り 、 愛 媛 県 立 今 治 東 中 等 教 育 学 校   の サ ッ カ ー 部 で 外 部 コ

 
青 春 時 代 を サ ッ カ ー 捧 げ た 黒 田 氏  

（ 黒 田 春 夫 『 木 洩 日 』 1 3 3 頁 よ り 引 用 ）  

LOOKS
ノート注釈
1983年4月開校の愛媛県立今治東高等学校、2003年4月開校の愛媛県立今治東高等学校・今治東中学校をへて、2006年に現在の愛媛県立今治東中等教育学校となる。県内の公立中高一貫学校である。
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ー チ （ J F A  C 級 コ ー チ ） と し て 2 5 年 以 上 に わ た り 後 進 の 指 導 に あ

た っ て い る 。 こ う し た 功 績 に よ っ て 、 黒 田 氏 は 、 日 本 サ ッ カ ー 協 会

の 1 0 0 周 年 表 彰 に お い て「 功 労 表 彰（ 個 人 部 門 ）」（ 日 本 サ ッ カ ー 界

に お い て 永 年 に わ た り 普 及 や 発 展 に 貢 献 し た 個 人 や 団 体 に 授 与 さ れ

る も の ） を 受 け て い る （ 公 益 財 団 法 人 日 本 サ ッ カ ー 協 会 「 日 本 サ ッ

カ ー 協 会 1 0 0 周 年 表 彰  表 彰 対 象 一 覧 」 2 0 2 1 年 9 月 2 9 日 、 2 3

頁 ）。  

 幼 少 時 代 を 今 治 で 過 ご し た 黒 田 氏 は 、 高 校 を 卒 業 後 、 1 9 6 9 年 4

月 に 大 阪 商 業 大 学 に 進 学 し 、 大 阪 で の 生 活 を ス タ ー ト さ せ た 。 大 学

進 学 に あ た っ て は 、 明 治 大 学 、 京 都 産 業 大 学 、 そ し て 大 阪 商 業 大 学

の 3 つ の 選 択 肢 が あ っ た 。 い ず れ の 大 学 に も 足 を 運 び 、 大 学 生 活 を

送 る う え で 適 し た 環 境 、 サ ッ カ ー を つ づ け る の に 適 し た 環 境 、 卒 業

後 の 進 路 な ど を 考 慮 し た 結 果 、 大 阪 商 業 大 学 に 決 め た 。 大 阪 商 業 大

学 に は 学 生 寮 が 橿 原
か し は ら

市 に あ っ た が 、 あ え て 一 人 暮 ら し を 選 び 、 大

阪 市 阿 倍 野 区 松 虫 の 辺 り に ア パ ー ト を 借 り て 、 初 め て の 下 宿 生 活 を

経 験 し た 。 大 学 時 代 は サ ッ カ ー 三 昧 の 生 活 を 送 っ て い た が 、 そ の 傍

ら 経 営 学 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を 学 ん だ 。  

 

 

2 .  修 業 時 代  

 

大 阪 のタオル専 業 問 屋 で営 業 ・販 売 の経 験 を積 む  

 

 大 阪 商 業 大 学 卒 業 後 、黒 田 氏 は 、1 9 7 3 年 4 月 に 山 甚 タ オ ル（ 株 ）

に 入 社 し た 。同 社 は 、山 崎 甚 之 助 氏 に よ っ て 1 9 5 0 年 7 月 に 大 阪 市

西 区 に お い て 設 立 さ れ（『 日 本 繊 維 商 社 名 鑑 』1 9 7 0 年 版 、東 京 信 用

交 換 所 、1 9 6 9 年 ）、黒 田 氏 が 入 社 し た 当 時 は 従 業 員 4 0 名 ほ ど の 中

規 模 の タ オ ル 専 業 問 屋 で あ っ た 。 黒 田 工 藝 の 主 要 取 引 先 で あ っ た 今

治 の 老 舗 タ オ ル メ ー カ ー ・ 田 中 産 業 （ 株 ） の 紹 介 で 入 社 し た 経 緯 が

あ り 、 い ず れ は 黒 田 工 藝 の 二 代 目 を 継 ぐ 黒 田 氏 の た め 、 限 ら れ た 時

LOOKS
ノート注釈
創業者・山崎甚之助氏が戦後大阪で開業したタオル専業問屋。現在は廃業している。



「タオルびと」2022 年 8 月号（黒田周悟氏編①） 

 
 

5 
Copyright (C) Imabari City Library All Rights Reserved. 

 

間 で 多 く の こ と を 学 べ る 中 堅 タ オ ル 卸 問 屋 の 方 が い い だ ろ う と い う 、

田 中 産 業 の 配 慮 で あ っ た 。  

山 甚 タ オ ル で は 、 黒 田 氏 は 、 タ オ ル の み な ら ず さ ま ざ ま な 繊 維 製

品 の 営 業 ・ 販 売 に 従 事 し た 。 営 業 先 は 大 阪 、 広 島 、 兵 庫 、 沖 縄 な ど

西 日 本 の 広 い 範 囲 に 及 び 、 繊 維 卸 問 屋 や 百 貨 店 、 な か に は 大 漁 旗 専

用 の 捺 染 加 工 業 者 と も 取 引 を し た 。 と く に 足 繁 く 通 っ た 取 引 先 は 、

兵 庫 県 姫 路 市 に あ る む つ み （ 株 ）   で あ る 。 月 １ 回 の 頻 度 で 遠 く

離 れ た 沖 縄 に も 赴 い た が 、 も ち ろ ん ニ ー ズ が あ っ た か ら で あ る 。  

沖 縄 は 独 自 の 贈 答 文 化 を 持 っ て お り 、 ハ レ
・ ・

の 祝 い 事 に は 家 族 ・

親 戚 や 近 隣 の 人 た ち に 大 盤 振 る 舞 い す る 風 習 が あ る 。 そ の 際 、 タ オ

ル が 好 ん で 贈 ら れ た た め 、 大 量 の 注 文 が 入 っ た 。 し か も 、 通 常 は ハ

レ の 日 に し か 贈 ら な い よ う な 白 地 に 2 本

の 赤 い 色 の ボ ー ダ ー が 入 っ た タ オ ル が 、

沖 縄 で は 葬 式 な ど の ケ
・

の 日 も 習 慣 と し

て 贈 ら れ る 。 こ の 白 地 に ２ 本 の 赤 い ボ ー

ダ ー の タ オ ル は 、 か つ て 大 量 に 生 産 さ れ

て い た た め 、そ の 処 理 に 困 っ た と き に 、こ

う し た 沖 縄 の 風 習 が 助 け て く れ た 。  

タ オ ル ケ ッ ト な ど の 大 判 タ オ ル も 、 誕

生 日 や 還 暦 、米 寿 な ど の 祝 い 事 に な る と 、1 , 0 0 0 枚 単 位 で 受 注 が 入

っ た た め 、 沖 縄 は タ オ ル 専 業 問 屋 に と っ て 大 き な 市 場 で あ っ た 。  

当 時 、 那 覇 市 で 繊 維 製 品 の 卸 問 屋 を 営 ん で い た 上 原 商 事 （ 株 ）   

や デ パ ー ト リ ウ ボ ウ   が 山 甚 タ オ ル に と っ て 大 口 の 取 引 先 で あ

っ た 。 黒 田 氏 は 、 各 社 の 担 当 者 と プ ラ イ ベ ー ト で も 一 緒 に 時 間 を 過

ご す こ と が あ っ た 。 黒 田 氏 が 沖 縄 出 張 に 行 く た び に 「 ク ロ ち ゃ ん 、

今 晩 食 事 に 行 こ う か 」 と 気 さ く に 誘 わ れ た り 、 担 当 者 が 今 治 に 遊 び

に 来 た り 、 山 甚 タ オ ル で の 経 験 は 営 業 ノ ウ ハ ウ の み な ら ず 地 域 文 化

に つ い て も 幅 広 い 知 識 を 得 る 貴 重 な 機 会 と な っ た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
1949年創業の（有）むつみ商店が前身。1951年に現在のむつみ（株）に改称・改組。現在は繊維製品を扱う卸売のみならず小売も担う。

LOOKS
ノート注釈
那覇市に本社を置く、贈答品やタオル関連製品、衣料などの卸商であったが、現在は廃業。

LOOKS
ノート注釈
現在、（株）リウボウインダストリーが運営する百貨店。前身は1948年設立の琉球貿易商事（株）。1964年、（株）リウボウに改称され百貨店業務を開始。1990年、（株）リウボウインダストリーを設立して1991年より（株）リウボウより百貨店業務を譲り受ける。


